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人物対話行動における応答時間分布抽出
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1 緒論
近年，システムによって人の意図や興味を推測する
ため，対話行動を認識・理解するための研究が行われ
ている [1, 2]．しかし，対話行動認識は音声・画像認
識と異なり，マルチモーダルデータの統合的利用や対
話意図を考慮する必要があるなど難しい面が多く，実
用化に至っているものはほとんどない．本研究ではセ
ンサデータから自動で抽出される行動素と，対話意図
が影響を与え易い対話者間の応答時間を用いた対話行
動構造化モデルを提案し，対話行動認識システムの実
現を目指す．

2 対話行動構造化モデル

図 1: 対話行動構造化モデル

本研究で提案する対話行動構造化モデルを図 1に示
す．人物対話行動を (AのAction→BのRecognition
→ Bの Reaction→ Aの Recognition)といった部分
対話行動の繰り返しとして，以下の三つの確率を用い
て記述する，
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これら対話遷移・継続確率の繰り返しによって，観測
対話行動系列は以下の確率連鎖モデルに変換される．
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学習データを全て式 (2.4) で表される状態に変換し，
対話行動毎に
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3 実験と結果
提案モデルに用いる行動素遷移確率の学習のために

受付対話行動からの応答時間分布抽出を行った．図 2
は抽出された行動素と応答時間分布の一例である．

図 2: 行動素間応答時間ヒストグラム

4 結論
行動素と応答時間分布を用いた対話行動構造化手法

を提案し．実験により行動素遷移確率の抽出を行った．
今後の課題として，提案モデルへの音声データの利用
と，提案モデルにおける対話者の意図や興味といった
暗示的情報による対話行動遷移確率の学習方法の考案
が挙げられる．
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